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とも上位にはイワヒゲ， イシゲがみられるが， 量的にはいずれも少ない。 次にカイノリが
潮位80cm から一 10cm の間に広く着生しているが， そのうち特に潮位60-40cm 間には
密生して顕著なカイノリ帯をなしている。 カイノリとほぼ同じ範囲にツノマタもみられる
が， 潮位40-lOcm 間に多い。 ユナ， コメノリ， ヒトツマツ， ワツナギソウがこれらのな
かに僅かながら混生している。 タンバノリは潮位50cm 以下にあるか， 潮位10cm 以下で
はかなり密生してタンバノリ帯をつくっている。 このタンバノリ帯にはサイダイバラやウ
ミトラノオなども混じっていた。 そのほか少量ながらフシツナギ， ユカリ， ハ ネソゾ， イ
カノアシもあった。 第 1 表はこれらの群落組成表である。 つまり潮間帯では上から下へ，
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も上位にみられる海藻はハナ7ノリ， イワヒゲ， イシゲ， カイノリであるが， いずれも僅
少である。 次にヒジキが潮位 100cm から 20cm の間に広く着生しているが， そのうち特
に潮位 90-30cm 間には密生して顕著なヒジキ帯をなしている。 潮位 40cm 以下ではヒジ
キのほか， ツノマタ， ハリガネ， タンバノリ， ウミトラノオ， コアマモがみられたが， 特




ウミトラノオ， ホンダワラ， ュィキリ， カジメ， サナダグサ， ホソジュズモ， チャシオグ
サ， キジノオ， ユカリ， マクサ， 7シツナギ， オオブサ， 7クロノリ， ハ プタエノリ， ト




(3) 稲取， 今井浜における海藻植生は上述のごとくであるが， これらから次のような注
目すべき点が特記される。 すなわち稲取はカイノリーネジモク群集の分布領域であり， 今
井浜はヒジキーアラメ群集の分布領城であるから， 両群集の分布境界線は稲取と今井浜の
間にある， ということが， 今回初めて明らかとなった。 つまり相模湾沿岸では大磯から真
鶴， 熱海， 伊東， 北川をへて稲取までがカイノリーネジモク群集の分布領域であり， 今井
浜から南へ下田までと， 一方， 東部の江の島から鎌倉， 葉山， 油壺をへて三崎までがヒジ
キーアラメ群集の分布領域である。 稲取， 今井浜はそれぞれ両群集の移行帯にあたるため
群落組成の面で， ある程度典型的なものから崩れている状態を表示していると言える。
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Summary 
The intertidal communities of marine algae along the coasts of Inatori- and 
Imaihama, Izu Peninsula, was studied. The field work which forms the basis 
of this paper was carried out in the spring of 1977. 
As the results of the investigations, it became clear that the community 
of Inatori belongs to the Giga成na intermed征Sargassum sagamianum association 
and the one of Imaihama to the H五kia郎iforme-Eisenia bicyclis association. 
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